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９
月
は
救
急
医
療
普
及
月
間

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

■
９
月
は
「
救
急
医
療
普
及
月
間
」

救
急
医
療
や
救
急
業
務
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
９
月
９
日
を
「
救
急
の

日
」、
同
日
を
含
む
１
週
間（
９
月
７
日
㈰
～

13
日
㈯
）を「
救
急
医
療
週
間
」、
９
月
を「
救

急
医
療
普
及
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

■
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
の
出
動
件
数

平
成
25
年
中
に
お
け
る
柳
井
地
区
広
域
消

防
組
合
管
内（
１
市
３
町
／
柳
井
市
・
周
防
大

島
町
・
上
関
町
・
平
生
町
）
で
の
救
急
出
動
の

状
況
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
件
数　

３
，
５
１
５
件

　
（
管
内
人
口
の
20
人
に
１
人
に
相
当
）

▼
搬
送
種
別

　

１
位　

急
病（
60
．
７
％
）

　

２
位　

一
般
負
傷（
15
．
３
％
）

９
月
は
救
急
医
療
普
及
月
間

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

柳
井
医
療
圏
の
休
日
・
時
間
外
受
診
患
者
数
の
う
ち
、
二
次
救
急
医
療
機
関
で
あ
る

周
東
総
合
病
院
の
受
診
者
数
は
、
平
成
19
年
12
月
に
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
を
開
設
し

た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
救
急
搬
送
に
よ
る
患
者
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
し
か
も
そ
の
約
36
％
は
軽
症
患
者
で
す
（
平
成
25
年
度
柳
井
地
区
救
急
医
療
対

策
協
議
会
運
営
委
員
会
資
料
）。

二
次
救
急
医
療
機
関
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
救
急
搬
送
が
適
正
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
救
急
車
の
適
正
利
用
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

②
傷
病
者
の
氏
名
、
性
別
、
年
齢

③
傷
病
者
の
容
態

④
か
か
り
つ
け
医
の
有
無
等

⑤
通
報
者
の
氏
名
と
電
話
番
号

▼
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
状
況
に
応
じ

て
道
路
に
出
て
、
救
急
車
の
誘
導
等
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
現
場
に

居
る
人
が
適
切
な
応
急
手
当
を
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
救
命
効
果
に
役
立
ち
ま

す
。

明
ら
か
に
軽
症
の
場
合
は
、
自
家
用
車
や

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
な
ど
し
、
救
急
車
の

利
用
を
控
え
る
こ
と
が
助
か
る
命
を
救
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

到着までの平均時間

６分 31 秒

　

３
位　

転
院
搬
送（
12
．
９
％
）

　
（
１
～
３
位
で
全
体
の
88
．
９
％
）

▼
年
齢
別

　

65
歳
以
上（
70
．
８
％
）

■
救
急
車
の
配
備
状
況

現
在
、
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
に
は
、

７
台
の
救
急
車
を
配
備
し
、
救
急
隊
員
が
日

夜
救
急
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
本
署
以

外
の
各
出
張
所
へ
の
救
急
車
の
配
備
は
１
台

で
す
。

▼
救
急
車
の
配
備
状
況（
数
字
は
台
数
）

柳
井
消
防
署
本
署（
南
町
）・
２ 

同
東
出
張
所（
神
代
）・
１ 

同
南
出
張
所（
上
関
町
室
津
） ・
１

同
西
部
出
張
所（
周
防
大
島
町
東
三
蒲
）・
１

同
中
部
出
張
所（
周
防
大
島
町
西
安
下
庄
）・
１

　

同
東
部
出
張
所（
周
防
大
島
町
内
入
）・
１

当
管
内
で
は
、
救
急
車
が
出
動
し
て
現
場

に
到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
は
６
分
31

秒
で
す
。

通
常
、
１
回
の
救
急
搬
送
が
発
生
し
た
場

合
、
新
た
な
体
制
を
整
え
る
た
め
に
１
時
間

～
２
時
間
必
要
で
す
。
そ
の
間
に
新
た
な
救

急
要
請
が
生
じ
た
場
合
、
本
署
ま
た
は
他
出

張
所
か
ら
の
応
援
と
な
る
た
め
、
さ
ら
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　■
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

１
１
９
番
に
電
話
し
、「
救
急
で
す
」
と
通

報
す
る
と
、
次
の
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す
。

落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

①
現
在
地
と
、
目
印
に
な
る
建
物
等
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体
調
が
悪
い
場
合
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
早
め
に
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
通
常
の
診
療
時
間
中
で
あ
れ
ば
、
医
療
機
関
で
専
門
的
な
検
査
や

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
間
外
（
休
日
等
の
昼
間
・
平
日
夜
間
）
に
受
診
が
必
要
な
場
合
に
は
、
休
日
夜
間

応
急
診
療
所（
初
期
救
急
医
療
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
初
期
救
急
医
療

初
期
救
急
医
療
と
は
、
外
来
に
よ
っ
て
比

較
的
軽
症
な
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
も
の

で
す
。

休
日
夜
間
応
急
診
療
所
は
、
休
日
等
の
昼

間
と
平
日
夜
間
の
応
急
処
置
的
な
医
療
に
対

応
す
る
た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
患
者
さ
ん
の
症
状
や
当
番
医

師
の
専
門
科
目
に
よ
っ
て
は
、
二
次
救
急
医

療
機
関
の
総
合
病
院
等
で
受
診
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
二
次
救
急
医
療

二
次
救
急
医
療
と
は
、
入
院
治
療
を
必
要

と
す
る
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
る
も
の
で

す
。主

に
救
急
搬
送
に
よ
る
も
の
で
、
病
院
群

輪
番
病
院（
周
東
総
合
病
院
）で
対
応
し
て
い

ま
す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
の
た
め
に
、
早
め
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

区分 診療日 診療時間

休日昼間

日曜日・祝日
盆（８月１５日）
年末年始（１２月３０日～
１月３日）

９時～１２時
受付：11 時 30 分まで
１３時～１７時
受付：16 時 30 分まで

平日夜間

月～金曜日
※土曜日の診療および上

記の日曜日・祝日・盆・
年末年始の夜間診療は
ありません。

１９時～２２時
受付：21 時 30 分まで

体調が悪い！！　こんなときは・・・

平日の昼間

かかりつけの
医療機関へ

小児の電話相談は
県小児救急医療電話相談

（１９時～２３時）
☎０８３（９２１）２７５５

☎＃８０００  

平日の夜間（１９時～２２時）
休日の昼間（　９時～１７時）

休日夜間応急診療所へ
☎�９００１

（診療時間内のみ）

※いずれの場合も、症状を記録したメモや現在服用中の薬が確認できる「くすりの手帳」をご用意の上、
落ち着いて医療機関を受診、または電話相談をしてください。

　休日夜間応急診療所  （中央 1 丁目５番３号）　 ☎�９００１（診療時間内のみ）　	

●
問
い
合
わ
せ
　

▼
救
急
車
等
の
状
況

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

☎
�
０
０
４
０（
代
表
）

▼
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
等

健
康
増
進
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
�
１
１
９
０
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地
域
の
世
話
役
と

　
農
業
者
の

　
　
公
的
代
表
と
し
て

平
成
26
年
７
月
６
日
に
第
22
回
農
業
委
員
統
一
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
７
月
20
日
か
ら
新
た
な
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
た
ち
農
業
委
員
は
、「
地
域
の
世
話
役
」
と
し

て
、
ま
た「
農
業
者
の
公
的
代
表
」
と
し
て
、
相
談
活

動
を
通
じ
て
、農
業
者
へ
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
農
業
の
確
立
と
農
業
者
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
、
農
業
委
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

農
家
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

 

柳
井
市
農
業
委
員
会
長　

槇
本　

正
男

平　　　郡

○鈴
す ず

木
き

　喜
き

義
よ し

下
し も

土
ど

井
い

　進
すすむ

新　　　庄

○篠
し の

脇
わ き

　丈
た け

毅
き

坂
さ か

ノ
の

井
い

　徳
めぐむ

松
ま つ

中
な か

　洋
よ う

子
こ

大　   　畠

○増
ま す

濱
は ま

　哲
て つ

之
ゆ き

石
い し

丸
ま る

　東
あ ず み

海 清
き よ

時
と き

　吉
よ し

治
は る

岡
お か

本
も と

　　守
まもる

伊　　　陸

●宮
み や

本
も と

　三
み つ

雄
お

須
す の

内
う ち

　和
か ず

明
あ き

伊　保　庄

○檜
ひ

垣
が き

　　巖
いわお

余　　　田

○嬉
うれし

　　哲
て つ

朗
お

東
ひがし

　　一
か ず

義
よ し

藤
ふ じ

川
か わ

　芳
よ し

人
と

中
な か

元
も と

　輝
て る

子
こ

齋
さ い

藤
と う

　貴
あ つ

之
ゆ き

平
ひ ら

岡
お か

　文
ふ み

夫
お

末
す え

政
ま さ

　敬
け い

悟
ご

大
お お

竹
た け

　修
し ゅ う じ

二

日　　　積

◎槇
ま き

本
も と

　正
ま さ

男
お

※敬称略
◎：会長
●：会長職務代理者
○：地区委員長

阿　　　月

○清
き よ

重
し げ

　一
か ず

男
お

河
か わ

村
む ら

　壽
と し

雄
お

賀
か

原
は ら

　基
も と

和
か ず

柳　　　井

○岩
い わ

政
ま さ

　幸
さ ち

人
と

○平
ひ ら

本
も と

　　豊
ゆたか

農業委員会
だより№14№14
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農
業
委
員
会
と
は

市
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員
（
20
人
）
と
市

長
が
新
た
に
市
議
会
・
南
す
お
う
農
業
協
同
組
合
・
山

口
県
農
業
共
済
組
合
・
柳
井
市
土
地
改
良
区
か
ら
推
薦

を
受
け
て
選
任
し
た
委
員
（
６
人
）
で
構
成
さ
れ
る
合
議

体
の
行
政
委
員
会
で
す
。

■
農
業
委
員
会
の
主
な
役
割

①
法
令
に
基
づ
く
必
須
の
業
務

　
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
の
許
可
等
の
事
務
を
行
い

ま
す
。

②
法
令
に
基
づ
く
任
意
の
業
務

　
農
地
等
の
利
用
の
確
保
・
利
用
集
積
・
効
率
的
な
利

用
の
促
進
や
法
人
化
そ
の
他
農
業
経
営
の
合
理
化
等

の
事
務
を
行
い
ま
す
。

③
意
見
の
公
表
、
建
議
お
よ
び
諮
問
に
対
す
る
答
申

　
農
業
・
農
業
者
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
意
見
の

公
表
、
建
議
お
よ
び
諮
問
に
対
す
る
答
申
等
を
行
い

ま
す
。

■
農
地
を
相
続
し
た
場
合
の
届
出

　
農
地
の
権
利
を
相
続
等
に
よ
っ
て
取
得
し
た
と
き
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
農
業
に
関
す
る
各
種
相
談

　
農
地
の
売
買
・
賃
借
・
宅
地
な
ど
へ
の
転
用
、
農
業

者
年
金
の
加
入
・
受
給
、
農
業
経
営
の
相
談
、
農
地

相
続
や
生
前
一
括
贈
与
に
と
も
な
う
納
税
猶
予
制
度

等
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
�
２
１
１
１
内
線
380
・
381

地区 役員 氏名 電話番号 担当自治会名

大畠

地区委員長 増濱　哲之 �６０９８ 天王、東村、蛭子町、遠崎本町、御旅、宮の下、西里、杉ノ木、原善

須内　和明 �３５５０ 串、串の下、西畑、坂川、大久保、住吉北・南、天神東・西、本町東・中・西、
上原東、西上原、本町団地

中元　輝子 �２７９５ 殿畑、東・西本谷、中筋、東浜、西浜、宮岬団地、宮岬南、東・西瀬戸、東・南・
中・西石神

日積

会　　　長 槇本　正男 �０２５４ 水梨、鷹の巣、堺原、大福原、正福、的場、あそか苑、尾崎原、宮の下、大里、中院、
北智雲院

地区委員長 平本　　豊 �０４２７ 小国、平和台、上若杉、若杉、大谷、割石、東割石、大原、北小国

松中　洋子 �０６９４ 宮ヶ峠、東宮ヶ峠、忍道、早馬原、川谷、丸子、諏訪、鍛冶屋原、宮ヶ原、南、
坂川、岡村

伊陸
職務代理者 宮本　三雄 �０４４０ 中村、奥畑、門前、泉、宮ヶ原、藤の木、中・下大の口、大迫
地区委員長 藤川　芳人 �０１８２ 長野、木部、錦、北畑、宗兼、上・下竹常

大竹　修二 �０２９３ 旭、久可地、松山、丸山、塩田地、上大の口

柳井

地区委員長 岩政　幸人 �４１５８ 東・西後地、尾の上、和田、サントピア、忠信、広瀬、一丁田団地、国清、迫田、
下馬皿、北町

坂ノ井　徳 �４０６１ 上・中馬皿、石井

岡本　　守 �３１５０ 白潟東一・二、江の浦東・西、宮本東・西、宮野、大屋、大屋東、千才、野地、
琴風、琴風団地、水口、片野東・西、北中開作、東土手

東　　一義 �６８５０
南浜、東・中・西大才、みずほ、柳町、スイートレジデンス柳井駅前、東・西樋の上、
サントノーレ柳井中央、中塚、箕越東・南、コープ柳井、グラン・シエロ柳井駅南、
グランビュー南町、瀬戸側、土穂石、西土穂石、東・西向地、ヴィークス柳井駅南

末政　敬悟 �９２０８ 姫田、今市、新町、上田、横川、黒杭、古市

賀原　基和 �７３２５ 白潟西上・下・二、南中開作、新天地、山根、山根西、新市六・中・三、天神ニ・
北・南、土手、北浜、亀岡、魚町、久保、金屋、中野、愛宕、洲崎

新庄
地区委員長 篠脇　丈毅 �６５４４ 宝泉、下・中沖原、沖原、大倉、さくら、安行、林の西・東、水越、上り屋敷、樋の口、佐保、

向陽、みどり、篠原、わかば、中村、浜、山の口、新生、雇用促進、築出東・西・北

清時　吉治 �４９４１ 宮の下東・西、東・下・中・上富尾、深田、浜の内、幸南、幸ヶ丘、苗代地、
上苗代地、上大祖、下大祖北・中・南、築山

余田

地区委員長 嬉　　哲朗 �６８８６ 尾林、西山、蓮台寺
平岡　文夫 �６５５４ 小平尾、平尾、今出、中郷、院内、保生地、宝積台
河村　壽雄 �６７４０ 平田、晩ノ木
下土井　進 �０７０８ 河添、中村、畑
石丸　東海 �６８０９ 堀、小原、坂本

伊保庄
地区委員長 檜垣　　巖 �０２６４

病院、ゆうわ苑、岩政、近長上・下、開作前・後、向田、八幡、大古庵、前・後瀬越、
楠、神出、小木尾上・中・下、大木尾、上浜、みどり、東・西高須、高須住宅、
東・西田布路木、旭ヶ丘

齋藤　貴之 �１７７１ 福井、郷中、岡河内、原、山近、小野上、小野下前・後、浜前、浜後、中郷、
空上・下、和田石、黒島上・下

阿月 地区委員長 清重　一男 �０３５９ 阿月地区全域
平郡 地区委員長 鈴木　喜義 �２２０７ 平郡地区全域
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柳井市の人事行政の運営状況

◆採用職員数
　（平成２５年４月２日～平成２６年４月１日）

大学卒業程度
保健師 看護師 選考 計

行政職 土木技術職

６人 １人 ３人 １人 － １１人

◆退職職員数（平成２５年度）

退職者数 １２人

◆部門別職員数（各年４月１日現在）

区分 部門 Ｈ２５ Ｈ２６ 対前年増減

一　　般
行政部門

議会 ５人 ５人

総務 ６７人 ６７人

税務 ２２人 ２２人

民生 ４９人 ４７人 ▲２人

衛生 ３３人 ３６人 ３人

労働 3 人 3 人

農水 ３２人 ３２人

商工 8 人 8 人

土木 ２８人 ２７人 ▲１人

小計 ２４７人 ２４７人

特　　別
行政部門

教育 ４２人 ４２人

消防 ２人 ２人

小計 ４４人 ４４人

普通会計小計 ２９１人 ２９１人

公営企業等会計
部　　　　　門

水道 １４人 １５人 １人

下水道 ９人 ９人

その他 １４人 １４人

小計 ３７人 ３８人 １人

総合計 ３２８人 ３２９人 １人

「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、その概要をお知らせします。

●問い合わせ　総務課　☎�２１１１内線４３３

◆採用試験実施状況（平成２５年度）

試験区分 職種 採用
予定数 申込者数

１次試験 ２次試験
採用者数合格者数

（受験者数）
合格者数
（受験者数）

上級試験
（大学卒業程度）

行政職 ４人 ４９人 １３人
（３９人）

  ６人
（１１人） ６人

土木
技術職 １人 ２人 ２人

（２人）
１人

（２人） １人

保健師
採用試験 保健師 ２人 ４人 ４人

（４人）
３人

（４人） ３人

看護師
採用試験 看護師 １人 １人 １人

（１人） - １人

◆再任用職員の在職状況（各年４月１日現在）

区分 H25 H26 対前年増減
常勤勤務 - ２人 ２人

短時間勤務 - ４人 ４人

◆職員数の推移

※職員数の部門別の状況及び増減状況は右のとおりです。
　（教育長及び再任用常時勤務職員を含む）

◆人件費の状況（平成２５年度普通会計決算）

住民基本台帳
（H26.3.31）

歳出額
Ａ（千円）

実質収支額
（千円）

人件費※
Ｂ（千円）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

34,055 16,400,410 193,883 2,628,346 16.0％

※人件費は、特別職に支給される給料、報酬を含みます。

◆職員給与費の状況（平成２６年度一般会計予算）

職員数
Ａ

給与費 一人あたり
（Ｂ／Ａ）
（千円）

給料
（千円）

職員手当
（千円）

期末・勤勉
手当（千円）

計Ｂ
（千円）

293 人 1,198,539 189,068 430,133 1,817,740 6,204

※職員手当には、退職手当は含まれません。
　給与費は、当初予算に計上された額です。

332

（平成・年）

337340

330

320

329

※各年4/1現在（人）

25 26

332

328

242322
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◆職員の平均給料月額・平均年齢の状況

一般行政職（平成２６年４月１日現在）

平均給料月額 平均年齢

346,442 円 ４５歳４月

◆職員の初任給の状況（平成２６年４月１日現在）

区分 初任給 採用２年経過日給料額

一般
行政職

大学卒 172,200 円 184,200 円

高校卒 140,100 円 148,500 円

◆職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般
行政職

大学卒 260,100 円 316,300 円 356,950 円

高校卒 該当年齢者なし 該当年齢者なし 該当年齢者なし

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務 
している場合の採用後の年数をいいます。

◆職員手当の状況（平成２６年４月１日現在）

手当名称 区分 柳井市 国

期末手当
・

勤勉手当

支給月数 期末 勤勉 期末 勤勉

 ６月期 １.２２５
（０.６５）

０．６７５
（０．３２５）

１.２２５
（０.６５）

０．６７５
（０．３２５）

 １２月期 １.３７５
（０.８０）

０．６７５
（０．３２５）

１.３７５
（０.８０）

０．６７５
（０．３２５）

計 ２.６
（１.４５）

１.３５
（０.６５）

２.６
（１.４５）

１.３５
（０.６５）

※職制上の段階、職務の級などによる加算措置があり
ます。また（　）内は、再任用職員に係る支給月数です。

手当名称 区分 柳井市 国

退職手当

支給月数 自己都合 定年
応募認定 自己都合 定年

応募認定

勤続２０年 21.62 27.025 21.62 27.025

勤続２５年 30.82 36.57 30.82 36.57

勤続３５年 43.7 52.44 43.7 52.44

最高限度額 52.44 52.44 52.44 52.44

その他
加算措置

定年前早期退職
特例措置

（２～ 45％加算）
 同左

扶養手当
( 月あたり )

①配偶者
②扶養親族

① 13,000 円
② 6,500 円 / 人  同左

住宅手当
( 月あたり )

①借家

②持ち家

①
▼家賃 23,000 円以下

家賃 -12,000 円
▼家賃 23,000 円超
（家賃 -23,000）

÷２+11,000 円
（最高 27,000 円）

② 3,000 円

①同左

②　－

手当名称 区分 柳井市 国

通勤手当
( 月あたり )

①
交通機関利用

（支給限度額）
②
交通用具利用

（距離制）

①５５，０００円
 

②２，０００
　　～２４，５００円

①同左

②距離区分が
　一部異なる

手当区分 区分 状況

時間外
勤務手当

（25 年度）

支給総額 53,395 千円

職員１人あたりの支給年額 183 千円

特殊勤務
手当

（25 年度）

職員全体に占める
手当支給職員の割合 11.4％

支給対象職員１人あたりの
平均支給年額 104,966 円

手当の種類 １２

代表的な手当の名称
福祉主事手当
税務外勤手当
土木現業従事手当

◆特別職（教育長を含む）の報酬等の状況
　（平成２６年４月１日現在）

区分 給料／報酬月額 期末手当等

市長 ７８３，０００円
６月期　１．９ 　月分

１２月期　２．０５ 月分
副市長 ６１６，５００円

教育長 ５５３，５００円

計　３．９５ 月分

議長 ４２５，０００円
６月期　１．４ 　月分

１２月期　１．５５ 月分
副議長 ３６６，０００円

議員 ３２５，０００円

計　２．９５ 月分

※給料：市長・副市長・教育長
報酬：議長・副議長・議員
平成２１年１０月１日から市長、副市長および教育長の給 
料は１０％減額しており、減額後の額を記載しています。
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◆一般行政職の級別職員数の状況
　（平成２６年４月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

７級 部長・部次長級 ９人 ３．４％

６級 課長級 ３３人 １２．５％

５級 課長補佐級 ３２人 １２．２％

４級 主査・出張所長級 １１８人 ４４．９％

３級 主任級 ３６人 １３．７％

２級
職員

１４人 ５．３％

１級 ２１人 ８．０％

計 ２６３人 １００. ０％

※市の行政職給料表は、国の行政職俸給表（一）の１０級
から１級までのうち、７級から１級までを採用してい
ます。

◆勤務時間等

勤務時間 ８時３０分～１７時１５分

休憩時間 １２時～１３時

◆有給休暇平均取得状況
 （平成２５年１月１日～１２月３１日）：９．９日

◆育児休業取得状況（平成２５年度）：４人

◆介護休暇取得状況（平成２５年度）：０人

◆分限処分者の状況（平成２５年度）：３人（休職）

◆懲戒処分の状況（平成２５年度）：０人

◆営利企業等従事制限の許可状況（平成２５年度）
　申請件数：２件、承認件数：２件

◆研修受講状況（平成２５年度）

研修区分 研修数 受講者数 内容

階層別研修 ９件 ６７人 山口県ひとづくり財団

特別研修 ２９件 ４９人 山口県ひとづくり財団
山口県建設技術センター

派遣研修   ４件 ４人 市町村アカデミーなど

計 ４２件 １２０人

◆勤務成績の評定状況

現状 年１回の昇給時期（1 月 1 日）に勤務成績を
評定します。

 　　　➡
今後

勤務成績を人材育成、任用、給与等に反映
していくため、新たな人事評価制度の導入
を検討しています。

◆公務災害の認定状況（平成２５年度）

公務災害 通勤災害

２件 ０件

◆勤務条件に関する措置の要求状況（平成２５年度）

要求件数
調査・審査結果

取り下げ 打ち切り 勧告

０件 － － －

◆不利益処分の不服申立て状況（平成２５年度）

申立件数
調査・審査結果

結審済み 審議中 中断

０件 － － －

◆健康管理に関する状況（平成２５年度）

区分 内容 実施状況
（受診者数等）

定期健康診断
（法定）

血液検査
胸部エックス線撮影等 １２８人

人間ドック ２０３人

その他の検診 生活習慣病検診
Ｂ型肝炎抗体検査 １８３人

健康相談 血圧・脈拍測定
その他相談 １８人

健康講座 「感染性胃腸炎について」 １８人

◆福利厚生の状況（平成２５年度）

区分 内容 実施状況

慶弔事業 弔慰金等の給付 ９件

元気回復事業 柳井まつり
花傘おどり参加 ３４人

貸付事業 ９件


